
C O N T E N T S

　前夜の降雨により所々に水たまりができた山里の林道を歩
いていると、私の足元でサワガニも歩いていた。サワガニは
水質の良い渓流に生息する純淡水性のカニ。発見場所から
は、渓流は林道脇の崖下３ｍと離れていたが、サワガニは餌
を求めて広範囲を移動していたのだろう。撮影時は、サワガ
ニと同じ目線まで降りて、小型デジカメで接写した。これにより、
小さな被写体の生息環境の理解が深まり、その表情までも写
し込める。

今月の表紙
サワガニ
撮影・解説
池田 邦彦
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ギーへの挑戦／全国に先駆けてつくられた長野県版“影
響想定地域マップ”／地域主導で再生可能エネルギーを
導入するための組織が誕生

16	BOOK	&	PRESENT

17	生物多様性はビジネスの礎
共同印刷／ CSR本部コーポレートコミュニケーション
部担当課長 坂本洋子・CSR本部マネジメントシステム
推進部主任 丸山佳乃

18	NEWSハイライト
東日本大震災を受け生態学の視点からは何をすべきか／
津波ストレス アサリ貝殻の模様に変化／ NPO寄付税制
の抜本改正実現！ 認定要件緩和と税額控除が同時に
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39	生物多様性の道プロジェクト
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40		シリーズ	新・生命の輪	32　片倉晴雄
マダラテントウ類の種分化

 特集

自然を壊さずに
エネルギーをつくる

　福島第一原子力発電所事故を受け、私たちの社会は、エネ
ルギーの利用と供給のあり方を見直し、新たなエネルギーシス
テムをつくり出すことが求められています。
　日本自然保護協会では、生物多様性保全と持続可能な社会
づくりのため

◦原子力発電によるエネルギー供給は計画的になくすこと
◦省エネルギーを第一に進め、持続可能なエネルギーシス

テムに転換すること
を柱に、今後の日本の新たなエネルギーシステムをつくっていく
べきと考えています。（32 ページ参照）

　今回の特集は、座談会と先進地の取り組みから、自然を壊
さずに持続可能なエネルギーづくりを進めるにはどんな課題が
あり、どんな突破口があるのかを探ります。

▲岐阜県徳山ダムの建設（1999年）。

▲山口県下関市の白滝山の風力発電の建設（2009年）。
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電気
25％

都市ガス
16％

LPガス
15％

灯油
31％

石炭
13％

電気
50％

都市ガス
20％

LPガス
11％

灯油
18％

太陽光・地熱
1％

1970年度
1世帯あたり

25,552×106Ｊ

2008年度
1世帯あたり

38,919×106Ｊ

1.52倍

=1,773kWh

=5,146kWh

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
ど
れ
も
が
、
自
然
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
で
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
ほ
ぼ
同
義
に
使
わ

れ
、
実
際
の
発
電
方
法
と
し
て
、
風
力
発
電
、
小
中
規
模
な
水
力

発
電
、
地
熱
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
が
Ｃ
O2
排
出
の
削
減

効
果
が
高
く
、
枯
渇
す
る
資
源
を
使
わ
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
う
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
場
所
を
ど
ん
ど
ん
増
や
す
こ
と
が
、
結
果
的
に

生
物
多
様
性
の
破
壊
に
つ
な
が
れ
ば
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
詳
し
い
ゲ
ス
ト
を
招

き
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐Ｊ
の
生
物
や
環
境
教
育
、
河
川
環
境
が
専
門
の

理
事
と
の
座
談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
地
域
で
自
然
を
守
り
な
が

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
す
る
に
は
、
何
を
考
え
、
ど
う

進
め
て
い
く
べ
き
か
、
お
伺
い
し
ま
し
た
。

1970年度
総人口：
1億372万人
世帯数：
3002万7000世帯
世帯当たりの人数：
3.45人

家庭で消費されるエネルギー源の推移

出典：㈶日本エネルギー経済研究所「エネ
ルギー・経済統計要覧」、資源エネルギー
庁「総合エネルギー統計」をもとに作成。
注：｢総合エネルギー統計｣では、1990年
度以降、数値の算出方法を変更。

2008年度
総人口：
1億2769万2000人
世帯数：
5287万8000世帯
世帯当たりの人数：
2.41人

飯田哲也（いいだてつなり）

●環境エネルギー政策研究所（ISEP）所長。京
都大学で原子核工学を学び、東京大学先端科学
技術研究センター博士課程を経て大手鉄鋼メーカ
ー、電力関連研究機関に勤務後退職。現在、複
数の非営利研究組織や環境NGOの代表を務めな
がら、おひさまエネルギーファンド㈱の共同代表な
ど、市民出資のしくみづくりも実践している。

「健全な市場論理が働けば、国内の原発は10年
でなくなるでしょう。国民の意思があれば来春にも
すべての原発を止めることも可能です」

横山隆一（よこやまりゅういち）

●ＮＡＣＳ-Ｊ常勤理事。専門は動物生態学。
「自然を台無しにする土地利用に抵抗し、自然保護
地域を増やす努力を続けてきました。また、日本人
の自然に対する基礎体験の変化に合わせ、理解し
やすいよう自然保護の意味や役割を啓発する活動
も続けています。エネルギー問題では、行政の検
討会の委員やヒアリング対象になりながら、特に環
境アセスメントを利用して、風力発電所建設による
バードストライクや大型猛禽類をはじめとする生きも
のの絶滅を防ぐしくみづくりをしています」

大熊孝（おおくまたかし）

●新潟大学工学部名誉教授・ＮＡＣＳ-Ｊ
理事。専門は河川工学。新潟県在住。

「日本中の川が死にかけ、魚もすめず、
子どもがまったく遊べない川ばかりになっ
てきたことを心配しています。大学でも工
学部の私が生きものや自然について教え
ることがよくあるのは、自然のことを学ぶ
機会の少なさの表れでしょう。子どもたち
の心と体を育てられる川づくりをするNGO
活動もしています」

生物多様性を損なわずに、地域が
再生可能エネルギーを選択するには？座談会
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日
本
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
向
か
う
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

司
会　

日
本
の
自
然
環
境
を
守
っ
て

い
く
こ
と
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

を
考
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
少
し

遠
い
関
係
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
今
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
は
非
常
に
身
近
で
切
迫
し
た
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、原
子
力
発

電
を
や
め
て
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
置
き
変
え
て
い
く
た
め
に
、
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
、前
提
と
し
て
何
を

押
さ
え
て
お
く
べ
き
か
、
お
一
人
ず

つ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
熊　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
全

体
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
30
％
の

節
電
を
す
れ
ば
１
９
８
０
年
代
後
半

か
ら
90
年
代
前
半
ご
ろ
の
消
費
に
抑

え
ら
れ
る
は
ず
で
す
し
、
50
年
後
に

は
人
口
が
３
分
の
２
に
な
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
需
要
量
も
減
っ
て
き
ま

す
。
そ
う
い
う
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

少
し
不
便
を
我
慢
す
れ
ば
、
大
規
模

な
自
然
破
壊
を
せ
ず
に
、
原
子
力
発

電
は
や
め
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

飯
田　

こ
れ
ま
で
日
本
の
電
力
政
策

は
、
電
気
を
生
産
す
る
供
給
側
の
論

理
や
利
益
が
優
先
さ
れ
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
、
こ
れ
を
見
直
し
、
電
気

を
使
う
消
費
側
が
必
要
な
電
力
量
を

管
理
・
制
御
す
る
デ
マ
ン
ド
サ
イ
ド

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
徹
底
的
に
活
用

す
れ
ば
、消
費
側
の
我
慢
の
手
前
で
、

今
の
利
便
性
や
企
業
活
動
を
ま
っ
た

く
損
な
わ
ず
に
、
短
期
的
に
も
２
～

３
割
は
確
実
に
省
エ
ネ
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
Ｃ
O2

も
大
気
汚
染
も
減

ら
せ
る
の
で
、
省
エ
ネ
は
最
も
急
ぐ

べ
き
で
す
。
政
治
改
革
が
本
物
に
な

り
、
原
発
を
死
守
し
よ
う
と
か
た
く

な
に
な
っ
て
い
る
経
産
省
を
改
革
で

き
れ
ば
、
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
も
っ
と
有
効
な

政
策
が
つ
く
れ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
大
企
業
の
開
発
姿
勢
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
所
建
設

も
含
め
て
、
開
発
一
辺
倒
だ
っ
た
の

で
改
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
そ
の
前
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
る
と
、
化
石
火
力

と
原
子
力
発
電
は
生
物
多
様
性
を
根

こ
そ
ぎ
な
く
し
、
文
明
の
存
続
す
ら

も
危
う
く
す
る
リ
ス
ク
が
圧
倒
的
に

大
き
い
発
電
方
法
で
す
。
そ
の
害
悪

の
大
き
さ
を
、
ま
ず
共
通
認
識
と
し

て
踏
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
熱
利
用
の
見
直
し
も
大

変
重
要
で
す
。
電
気
を
起
こ
す
と
き

60
％
も
の
熱
を
捨
て
て
い
ま
す
。
熱

で
利
用
し
た
い
も
の
は
熱
の
ま
ま
で

供
給
す
べ
き
で
、
特
に
暖
房
や
給
湯

な
ど
の
低
温
の
熱
は
、
太
陽
熱
や
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
か
ら
利
用
す
べ
き
だ

し
、
そ
れ
以
前
に
断
熱
で
相
当
削
減

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
今
、
オ
ー
ル
電

化
な
ど
で
電
気
を
ま
た
熱
に
変
換
す

る
こ
と
を
促
進
す
る
の
は
、
実
は
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
犯
罪
行
為
と
も
い
え
ま

す
。
日
本
は
も
っ
と
熱
利
用
を
政
策

の
柱
に
す
る
べ
き
で
す
。

横
山　

こ
れ
ま
で
は
発
電
所
建
設
も

ほ
か
の
開
発
問
題
と
同
じ
く
、
土
地

利
用
の
善
し
悪
し
が
問
題
と
な
り
、

そ
の
場
所
ご
と
に
保
護
活
動
が
起
き

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
特
に
規

模
の
大
き
い
風
力
発
電
所
の
建
設

で
、
取
り
付
け
道
路
の
工
事
な
ど
も

含
め
大
規
模
な
土
地
の
改
変
や
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
が
問
題
と
な

り
、
業
者
任
せ
の
自
主
的
な
環
境
ア

セ
ス
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、
法
律
に

基
づ
い
た
透
明
性
の
高
い
環
境
影
響

評
価
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
量
を
原
子
力
発
電
に
差
し
替
え

ら
れ
る
ほ
ど
の
量
に
し
て
い
く
、
発

電
す
る
場
所
も
増
や
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
は
自
然
環
境
の
状

態
を
ま
ず
考
え
て
、
つ
く
っ
て
も
大

丈
夫
な
と
こ
ろ
を
地
域
ご
と
に
選
ぶ

と
い
う
方
向
に
転
換
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

司
会　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の

発
電
を
、
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
ず
に
増
や
し
て
い
く
に
は
、
ど
ん

な
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

飯
田　

本
来
、
電
力
も
持
続
的
な
し

く
み
の
上
で
生
産
さ
れ
な
け
れ
ば
、

安
定
供
給
が
で
き
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
原
発
は
、
生
活
、
経
済
、
自
然

環
境
す
べ
て
に
甚
大
な
損
害
を
与
え

る
リ
ス
ク
が
巨
大
で
あ
る
ば
か
り

持続可能で環境破壊しない発電

まずは小エネ・省エネ

持続可能なエネルギー利用に転換にするには？

廃熱・廃エネ
を見直す

足りない分

陸上風力

化石火力

太陽光

メガソーラー洋上風力

地熱

バイオマス

ふん尿廃材・
間伐材

小中規模水力

波力・
潮汐力

マイクロ水力

省エネ
製品
買替

原子力

熱は熱から利用
（熱から電気に
変換すると
60％損失）　　　　　　　　

日本の自然を損なわずに、
つくれる場所はあるのか？
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特集◉自然を壊さずにエネルギーをつくる

か
、
検
査
や
頻
繁
な
事
故
で
よ
く
止

ま
り
、
安
定
供
給
が
ウ
リ
と
い
い
な

が
ら
実
は
大
変
不
安
定
な
発
電
で
し

た
。安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
は
、

自
立
性
、
持
続
性
の
確
保
が
最
優
先

に
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
は
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
小
規
模
分
散
型

で
、
数
が
も
の
す
ご
く
増
え
て
い
き

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
各
地
域
で
ど
の

場
所
を
発
電
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

か
の
区
域
を
示
す
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
、

つ
く
っ
て
も
よ
い
場
所
を
地
図
で
示

す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
ッ
プ
を
急
い
で
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で

経
済
市
場
と
新
し
い
技
術
を
、
よ
い

意
味
で
徹
底
的
に
活
用
す
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
今
、
地

域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
大
企

業
も
参
加
で
き
る
事
業
の
提
案
も
し

て
い
ま
す
。
発
電
施
設
の
初
期
の
開

発
部
分
は
事
業
の
成
立
不
成
立
の
リ

ス
ク
が
高
い
の
で
、
短
期
間
で
高
収

益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
開
発
・

建
設
期
間
は
大
企
業
の
大
き
な
資
本

が
行
い
、
施
設
の
完
成
後
、
リ
ス
ク

が
少
な
く
息
の
長
い
持
続
的
な
利
益

を
得
る
段
階
は
、
地
元
資
本
に
引
き

渡
す
と
い
う
構
想
を
し
て
い
ま
す
。

大
熊　

ダ
ム
開
発
で
も
、
大
都
市
の

企
業
ば
か
り
が
利
益
を
あ
げ
、
ま
っ

た
く
地
方
に
は
利
益
や
便
利
さ
が
残

ら
な
い
構
造
が
あ
り
ま
し
た
。

飯
田　

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
に
地
元
資
本

が
投
入
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

例
え
ば
青
森
県
で
は
す
で
に
２
０
０

本
の
風
車
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
資

本
は
市
民
風
車
の
た
っ
た
３
本
だ

け
。
こ
れ
か
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
施
設
を
つ
く
っ
て
い
く

過
程
は
、
常
に
公
開
性
、
透
明
性
が

高
い
形
で
進
め
ら
れ
、
地
域
の
住
民

参
加
で
計
画
か
ら
行
い
、
地
元
の
資

本
が
参
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
は
事
業
者
の
側
も
地
域
に
入
っ
て

い
く
と
き
は
、
反
対
運
動
が
起
き
や

し
な
い
か
と
恐
る
恐
る
な
ん
で
す
。

横
山　

私
の
と
こ
ろ
に
も
大
手
の
電

源
開
発
系
の
企
業
か
ら
「
こ
の
地
名

リ
ス
ト
の
中
で
絶
対
つ
く
っ
て
は
ダ

メ
と
い
う
場
所
は
ど
こ
か
？
」
と

い
っ
た
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
が
こ
こ

数
年
よ
く
来
ま
す
。
地
域
も
歓
迎
、

環
境
団
体
も
反
対
し
な
い
と
い
う
場

所
を
探
し
て
い
る
人
が
、
企
業
の
中

に
も
出
始
め
て
い
ま
す
ね
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
側
も
企
業
は
恐
れ
る
相
手
で
は
な

い
し
、
必
ず
し
も
相
手
は
す
べ
て
敵

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

発
電
方
法
別
の
環
境
へ
の
影
響

司
会　

で
は
実
際
、
発
電
方
法
別
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
。ま
ず
風
力
発
電
か
ら
。

横
山　

風
力
発
電
の
環
境
ア
セ
ス

は
、
自
然
環
境
や
日
照
、
農
業
・
畜

産
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
、
評

価
項
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
自
然
環
境
や
生
物
の
こ
と
だ
け

が
、
季
節
や
年
ご
と
の
変
動
が
大
き

く
、
影
響
を
調
査
す
る
人
に
も
評
価

す
る
人
に
も
よ
く
分
か
ら
な
い
要
素

や
地
域
が
も
の
す
ご
く
多
く
あ
り
ま

す
。
な
の
で
、い
き
な
り
大
規
模
な

風
力
発
電
所
を
つ
く
り
始
め
る
と
、

悪
影
響
が
出
た
と
き
に
取
り
返
し
が

つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
で
も
１
～
２

本
の
小
規
模
な
も
の
な
ら
影
響
の
恐

れ
が
出
た
ら
引
っ
越
す
な
ど
、
順
応

的
に
計
画
変
更
や
管
理
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。例
え
ば「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」（
＊
１
）
が
成
立

し
全
量
買
い
取
り
制
が
始
ま
れ
ば
陸

上
風
力
発
電
の
事
業
採
算
が
見
込
め

る
地
域
と
し
て
算
出
さ
れ
た
面
積

に
、イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
の
10
㎞

四
方
の
生
息
地
マ
ッ
プ
を
重
ね
る

と
、半
分
の
面
積
が
建
設
に
適
さ
な

く
な
り
ま
す
が
（
上
左
グ
ラ
フ
）、
ご
く
小

規
模
な
風
力
発
電
な
ら
、こ
の
中
に

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

石炭
LNG
石油など
原子力
水力（ダム）
揚水
再生可能エネルギーなど

（億kW）

（年度）
1965

1975

1985

2005

2006

2007

2008

2009

1995

出典：資源エネルギー庁「電源開発の概要」、「電力供給
計画の概要」より作成。（注）１０電力会社計（受電を含む）。 
1965年度まで9電力会社計。

5.5～6.5m/s 6.5～7.5m/s 7.5m/s以上 合計

クマタカ生息地
イヌワシ生息地
重要野鳥生息地（IBA)
上記を除いて採算が見
込める地域

30,000

20,000

10,000

0

設備容量
（億ｋW）

風速区分

＊１「再生可能エネルギー特別措置法」これまでは家庭用の太陽電池を対象に余った電力の買い取
りを義務づけていたが、この法案は事業所なども含め再生可能エネルギーの発電全量の買い取りを
義務づけるのが特徴。事業採算などの計画が立てやすくなる。8月中旬現在で法案審議中。

年度別発電電力量（一般電気事業用）陸上風力発電の採算が見込める地域の
中で希少猛禽類の生息地が占める比率

出典：環境省委託事業報告書「平成22年度再生可能
エネルギー導入ポテンシャル調査」より作成。猛禽類の
生息分布の解析単位は約10km メッシュ、IBAや導入
ポテンシャルは100m メッシュのデータが使われている。
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つ
く
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

飯
田　

風
力
発
電
は
周
囲
へ
の
影
響

が
大
き
い
の
で
、
今
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
作
業
が
一
番
急
が
れ
ま
す
ね
。
全

量
買
い
取
り
制
度
が
決
ま
れ
ば
、
採

算
が
取
れ
る
と
踏
ん
だ
企
業
が
乱
開

発
に
走
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
で
き
る
か
で
き
な
い

か
で
な
く
、
急
い
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
環
境
ア
セ

ス
も
楽
に
な
り
、
結
果
と
し
て
「
こ

こ
な
ら
つ
く
っ
て
も
よ
い
」
と
い
う

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
ッ
プ
に
な
る
。
各
現

場
で
紛
争
が
起
き
る
前
に
合
意
形
成

す
る
た
め
に
必
要
な
作
業
で
す
。

横
山　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
ッ
プ
で
望
ま

し
い
姿
を
つ
く
れ
る
可
能
性
は
高
い

で
す
が
、
最
大
の
壁
は
、
大
き
な
設

備
を
大
規
模
に
つ
く
っ
て
利
益
を
得

た
い
、
政
官
業
の
既
得
の
利
権
・
秩

序
を
守
り
た
い
と
い
う
鉄
壁
の
社
会

構
造
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
い
か

に
打
破
す
る
か
が
、
最
も
研
究
と
知

恵
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

司
会　

水
力
は
大
型
ダ
ム
の
発
電

と
、
小
中
規
模
の
水
力
発
電
が
あ
り

ま
す
が
、
環
境
を
壊
さ
な
い
水
力
発

電
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

大
熊　

大
型
ダ
ム

に
よ
る
水
力
発
電

な
ど
も
、
ま
っ
た

く
同
じ
利
権
構
造

の
歴
史
で
し
た
。

上
か
ら
目
線
の
中

央
の
勢
力
が
こ
の

量
ま
で
発
電
せ
よ
、

川
の
水
は
こ
こ
ま

で
使
う
、
と
地
方

を
犠
牲
に
し
、
自

然
資
源
を
収
奪
し

て
い
き
ま
し
た
。

今
も
水
力
発
電
で

は
、
あ
ま
り
に
川

か
ら
水
を
奪
い
す

ぎ
、
魚
の
す
め
な
い
川
も
あ
り
ま
す
。

今
８
％
あ
る
水
力
発
電
の
比
率
は
、

む
し
ろ
５
～
６
％
ま
で
減
ら
し
、
川

に
水
を
返
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

飯
田　

小
中
規
模
の
ダ
ム
に
つ
い
て

は
、
国
際
的
に
は
世
界
ダ
ム
委
員
会

（
Ｗ
Ｃ
Ｄ
＊
２
）
で
、
規
模
は
１
万
kW
以

下
で
、
例
え
ば
魚
道
や
維
持
流
量
な

ど
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持

続
可
能
性
）
の
配
慮
項
目
を
定
め
て

い
ま
す
。
大
型
ダ
ム
は
全
部
ダ
メ
、

小
水
力
は
全
部
い
い
で
は
な
く
、
社

会
的
、
自
然
環
境
に
関
し
て
現
時
点

で
合
意
で
き
る
も
の
を
示
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
の
現
在
の
施
策
の
中
で
は
、
小

中
規
模
の
水
力
は
３
万
kW
ま
で
と
い

う
定
義
で
す
が
、大
き
過
ぎ
ま
す
ね
。

規
模
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
配
慮
し

た
水
力
発
電
の
定
義
も
早
急
に
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
た
ち
が

市
民
出
資
の
面
で
応
援
し
て
い
る
立

山
の
小
水
力
発
電
計
画
で
は
、
新
規

の
ダ
ム
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
既

存
の
砂
防
ダ
ム
か
ら
取
水
し
ま
す
。

水
は
最
大
６
割
程
度
ま
で
使
わ
せ
て

も
ら
い
、
維
持
水
量
を
し
っ
か
り
残

す
運
用
計
画
で
す
。
ま
た
、
地
区
の

住
民
が
全
員
事
業
に
賛
成
し
て
い

て
、
ヤ
マ
メ
な
ど
遊
漁
業
の
人
た
ち

と
も
話
し
合
い
了
解
を
得
る
な
ど
、

地
域
の
社
会
的
合
意
形
成
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
ま
す
し
、
ざ
っ
と
見
た

と
こ
ろ
建
設
前
以
上
の
自
然
破
壊
は

な
さ
そ
う
だ
と
見
て
い
ま
す
。

大
熊　

砂
防
ダ
ム
が
あ
る
時
点
で
、

す
で
に
相
当
な
環
境
破
壊
が
起
き
て

し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

飯
田　

確
か
に
。
そ
の
上
に
新
規
に

ダ
ム
を
つ
く
る
な
ん
て
い
う
話
だ
っ

た
ら
大
問
題
で
し
た
。

大
熊　

で
も
そ
れ
だ
け
環
境
配
慮
を

し
て
い
た
ら
、
採
算
性
が
心
配
に
な

り
ま
す
ね
。
小
水
力
は
維
持
管
理
が

大
変
で
し
ょ
。
山
の
中
だ
と
１
回
洪

水
が
出
た
ら
復
旧
作
業
が
と
て
も
大

変
に
な
る
。
小
水
力
を
導
入
し
た
こ

と
で
地
域
に
利
益
が
出
な
い
と
、
維

持
管
理
が
放
置
さ
れ
る
危
険
性
が
高

い
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
農
業
用
水

路
を
使
う
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
今
の
大
電
力
会
社
の

都
合
の
よ
い
分
だ
け
の
買
い
取
り
制

度
な
ど
が
し
っ
か
り
変
わ
ら
な
い

と
、事
業
の
継
続
が
難
し
い
で
す
ね
。

飯
田　

そ
う
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、

小
水
力
発
電
は
、
地
域
の
、
地
域
に

よ
る
、
地
域
の
た
め
の
開
発
で
な
い

と
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
小
水
力
と
は
別
に
、
水
力
発
電
で

悩
ま
し
い
の
は
、
既
存
の
大
型
の
揚

水
発
電
で
す
。
揚
水
発
電
は
風
力
や

＊２　世界ダム委員会（WCD ＝ World Commission on Dam）は、世界
中のダム建設に資金提供してきた世界銀行が、1994年に中国の三峡ダム
開発から撤退するなど姿勢変更をアピールするため、IUCN（国際自然保
護連合）をはじめ、国連の専門機関や各国政府、WWF（世界自然保護基
金）、インターナショナルリバーズネットワークなど世界のNGO、民間
団体、建設業者、電力会社など、ダムに関する利害関係者などの協力も
得て1998年に結成した。

●事業例● 立山アルプス小水力発電事業
富山県の地域の出資者によって設立された ㈱アルプ
ス発電が主体の小水力発電事業。小水力発電事業では
日本で初めて、おひさまエネルギーファンド㈱ が全
国から市民出資を募り、売電収入は出資者で毎年分配。

事業者

事業目的

事業実施場所

売電契約先

発生電力量予想

売電収入

総事業費（税抜）

営業運転開始予定

株式会社アルプス発電

小水力発電による電力の供給

小早月川発電所 魚津市鉢字鉢造5番220
（流量1.20m3/s 最大出力1000kW 稼働率62.4％）

特定規模電気事業者もしくは北陸電力

5,464MWh/年（見込み）

約6500万円/年（見込み）

約10.5億円

2012年4月

除塵沈砂施設等

発電所

取水施設導水路

放水路

▶ 小早月川と発
電所予定地付近
の既設の砂防ダム

（写真・図版提供：
おひさまエネルギ
ーファンド㈱）。
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特集◉自然を壊さずにエネルギーをつくる

太
陽
光
な
ど
が
持
つ
発
電
量
の
不
安

定
さ
を
吸
収
で
き
る
、
調
整
力
を

持
っ
た
発
電
方
法
と
し
て
は
と
て
も

よ
い
の
で
す
。
20
～
30
年
後
に
は
蓄

電
池
や
余
っ
た
電
気
を
水
素
に
変
換

し
て
蓄
え
る
な
ど
の
技
術
開
発
が
格

段
に
進
み
、
そ
の
不
安
定
さ
を
吸
収

す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
時
点
で
そ
こ
を
担
え

る
の
は
、
既
存
の
ダ
ム
の

水
力
発
電
や
揚
水
発
電
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
す
。
大
型
ダ
ム
の

出
力
を
今
後
落
と
し
て
い

く
べ
き
と
い
う
、
大
熊
さ

ん
の
ご
意
見
と
反
し
て
し

ま
う
の
で
す
が
。

大
熊　

す
で
に
あ
る
揚
水
ダ
ム
は
数

も
少
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
揚
水
ダ
ム

は
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
っ
て
実
は
あ

ま
り
使
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

揚
水
ダ
ム
の
上
側
の
池
は
、
堆
砂
の

問
題
も
少
な
い
の
で
中
期
的
に
活
用

し
て
い
く
の
は
よ
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

地
熱
発
電
で
は
国
立
公
園
な

ど
に
も
建
設
で
き
る
よ
う
規
制
緩
和

を
求
め
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
？

飯
田　

地
熱
発
電
は
つ
く
る
の
に
時

間
が
か
か
る
施
設
で
す
か
ら
、
そ
う

簡
単
に
は
増
や
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

あ
り
き
の
話
に
な
る
と
対
立
は
避
け

ら
れ
な
い
の
で
、
ど
ん
な
場
所
に
つ

く
る
べ
き
か
、
ど
ん
な
ス
テ
ッ
プ
を

経
て
つ
く
る
か
、
基
本
的
な
考
え
方

の
整
理
は
、
ほ
か
の
発
電
方
法
と
同

じ
く
早
く
進
め
な
い
と
い
け
な
い
で

す
ね
。
今
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
社

会
的
合
意
の
整
理
の
場
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
地
熱
学
会
や
温
泉

学
会
の
人
た
ち
、
自
然
保
護
の
立
場

か
ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、

地
熱
発
電
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
の

場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
風

力
や
バ
イ
オ
マ
ス
は
先
行
さ
せ
て
い

ま
す
が
、
小
水
力
を
考
え
る
場
も
必

要
で
す
。
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
、
ぜ

ひ
大
熊
先
生
や
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐Ｊ
の
皆

さ
ん
と
も
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

普
及
が
進
む
海
外
と
何
が
違
う

司
会　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
広

く
普
及
し
て
い
る
海
外
で
は
、
ど
ん
な

進
め
方
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

横
山　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
農
産
物
の
残

さ
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
な
ど
か
ら
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
生
産
や
熱
利
用
も
で

き
る
形
で
６
種
類
く
ら
い
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
を
取
り
出
す
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
国
内
の

ど
こ
に
つ
く
れ
る
の
か
を
示
す
の

に
、
政
府
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
ッ
プ
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
自

然
環
境
の
特
性
が
単
調
で
も
あ
る
の

で
、
生
物
の
生
息
状
況
や
環
境
保
全

上
の
条
件
も
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
上

で
、
施
設
を
つ
く
れ
る
可
能
性
が
あ

る
場
所
、
国
と
し
て
必
要
な
場
所
、

Ｅ
Ｕ
指
令
に
反
し
な
い
と
い
う
観
点

か
ら
重
ね
合
わ
せ
、
す
べ
て
満
た
し

た
と
こ
ろ
は
、
企
業
と
地
域
が
求
め

れ
ば
建
設
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
図
に
基
づ
い
て
企
業
が
地
域
に

働
き
か
け
、
契
約
が
成
立
す
れ
ば
施

設
が
つ
く
れ
る
と
い
う
手
順
で
す
。

こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
ッ
プ
は
、

理
屈
と
し
て
は
日
本
全
国
ど
こ
で
で

も
つ
く
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
競
争

原
理
が
働
く
企
業
と
こ
の
方
式
で
や

ろ
う
！ 

と
い
う
都
道
府
県
が
現
れ

れ
ば
、
作
成
は
可
能
で
し
ょ
う
。

飯
田　

私
が
研
究
で
滞
在
し
て
い
た

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
土
地
利
用
は
発
電

方
法
ご
と
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
風
力
で
は
、
飛
行
機
の
航
路

や
電
波
障
害
、
景
観
な
ど
、
発
電
に

向
か
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、
細
か

く
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

横
山　

オ
ラ
ン
ダ
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

利
益
は
、
地
域
の
農
家
の
稼
ぎ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

飯
田　

ド
イ
ツ
も
デ
ン
マ
ー
ク
も
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
日
本
で
も
田
ん

ぼ
や
畑
の
小
さ
な
風
力
発
電
や
バ
イ

オ
マ
ス
は
農
家
の
稼
ぎ
に
な
っ
た

り
、
洋
上
風
力
は
漁
礁
の
機
能
も
持

た
せ
、
そ
の
地
域
の
漁
師
さ
ん
の
稼

ぎ
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

日
本
の
場
合
、
こ
う
し
た
土

地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
進
ん
で
い

な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

横
山　

日
本
は
自
然
環
境
の
特
徴
が

多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
私

有
地
な
ど
財
産
権
保
護
が
非
常
に
強

い
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
オ
ラ
ン

ダ
で
も
景
観
が
守
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
圧
倒
的
に
公
有
地
が
多
い
。

日
本
で
最
後
に
自
然
保
護
に
抵
抗
し

て
く
る
の
は
、
権
利
の
所
有
者
の
場

合
が
多
い
ん
で
す
。
公
共
と
い
う
概

念
、
す
べ
て
の
人
の
も
の
と
い
う
意

識
を
支
援
す
る
し
く
み
が
な
さ
す
ぎ

る
。
反
面
、
私
有
地
が
自
然
保
護
運

動
の
基
盤
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
公
共
＝
お
上
＝

官
と
い
う
概
念
に
な
っ
て
し
ま
う
。

飯
田　

そ
う
そ
う
。
天
地
に
開
か
れ

た
す
べ
て
の
人
の
も
の
、
公
共
＝

Publicness

と
い
う
言
葉
の
概
念
を

中
国
人
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
理
解
で
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き
る
の
だ
そ
う
で
す
が
、
日
本
人
は

持
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
ね
。

大
熊　

う
ー
ん
、
僕
は
そ
れ
に
は

ち
ょ
っ
と
賛
同
し
か
ね
る

ん
で
す
が
、
例
え
ば
原
発

が
柏
崎
に
来
る
と
き
は

「
公
共
」
を
考
え
ろ
と
言

わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
結

局
札
束
で
ほ
っ
ぺ
た
叩
か

れ
て
、
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

飯
田　

そ
の
「
公
共
」
と

本
来
の
公
共
＝Publicness
は
実
は

全
然
違
う
ん
で
す
。
そ
の
「
公
共
」
は

「
官
」
と
い
う
私
益
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
。

大
熊　

な
る
ほ
ど
、
分
か
っ
た
！　

あ
れ
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
笑
）。

飯
田　

溝
口
雄
三
先
生
に
よ
れ
ば
、

日
本
は
家
族
と
い
う
「わ
た
く
し

私
」
に
対
し
、

会
社
が
「
公
」
い
う
具
合
に
「
公
」
と

「
私
」
が
相
対
的
な
の
だ
そ
う
で
す
。

会
社
で
は
、
ど
こ
か
の
課
が
「
私
」
で

部
が
「
公
」。
部
長
に
と
っ
て
は
部
が

「
私
」
で
、
取
締
役
会
が
「
公
」、
社

長
に
と
っ
て
は
わ
が
社
が
「
私
」
で

経
団
連
が
「
公
」、
そ
し
て
最
も
大
き

な
「
公
」
も
朝
廷
（
国
）
と
い
う
領

域
を
持
っ
た
特
殊
な
概
念
な
ん
で
す
。

横
山　

政
・
官
・
学
・
業
の
利
権
を

守
る
こ
と
に
、
民
間
人
、
例
え
ば
土

地
を
持
っ
て
い
る
農
家
な
ど
も
含

め
、
ほ
と
ん
ど
共
犯
に
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
持
ち
つ
持

た
れ
つ
の
関
係
が
、
あ
る
種
の
業
界

や
職
業
集
団
、
農
業
な
ど
の
生
業
も

含
め
て
非
常
に
強
い
秩
序
を
持
ち
、

そ
の
集
団
の
た
め
の
利
益
が「
公
共
」

と
言
わ
れ
た
り
す
る
。

飯
田　

地
域
内
の
支
配
と
国
と
地
方

の
支
配
と
い
う
複
雑
な
二
重
構
造
も

あ
り
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
方
分
散
も
、
地
方
の
こ
う
し
た

構
造
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
と
、

非
常
に
ま
ず
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
の
人
材

司
会　

ど
ん
な
人
が
か
か
わ
っ
て
い

け
ば
、
そ
う
し
た
利
権
構
造
に
飲
ま

れ
ず
に
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

飯
田　

何
よ
り
大
事
な
の
は
、
地
域

の
中
で
透
明
性
を
持
っ
た
形
で
次
々

に
好
循
環
を
起
こ
せ
る「
場
」と「
人
」

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
採
算
が
取
れ
る
と
踏
ん
だ
企

業
が
、
ド
ー
ッ
と
開
発
計
画
を
持
ち

込
ん
で
来
る
の
で
、
受
け
止
め
る
側

の
地
域
が
し
っ
か
り
主
導
権
を
持
っ

て
、
計
画
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
き

る
か
が
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

大
熊　

そ
れ
は
、
よ
ほ
ど
市
町
村
な

ん
か
の
自
治
体
が
し
っ
か
り
し
な
い

と
。こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
ね
。

司
会　

東
京
は
無
理
で
も
、
あ
る
程

度
の
都
市
で
将
来
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
自
給
は
可
能
で
す
か
？

飯
田　

か
な
り
の
地
域
で
自
給
可
能

で
す
。
自
給
ど
こ
ろ
か
生
産
物
に
す

る
こ
と
も
、
か
な
り
短
期
的
に
可
能

で
す
。
風
力
、
太
陽
光
が
一
番
早
く

て
、
あ
と
地
熱
な
ど
も
時
間
を
か
け

れ
ば
。
バ
イ
オ
マ
ス
と
小
水
力
は
資

源
量
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
村
な
ど

の
規
模
で
自
営
的
に
使
っ
て
い
く
方

向
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

横
山　

課
題
は
「
技
術
」
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
で
は
な
く
、「
や
る
」
と
い

う
意
思
が
、
地
方
で
持
て
る
か
ど
う

か
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方
で
も
実
行

で
き
る
技
術
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し

か
し
地
方
で
は
、「
や
ろ
う
」
と
い

う
人
間
が
不
足
し
て
い
る
。
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
と
て
も
あ
る
の
に
、
そ
の

現
実
的
な
活
用
を
研
究
す
る
人
が
少

な
す
ぎ
る
。

飯
田　

例
え
ば
長
野
県
で
は
、
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
が
協
力
し

合
う
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ

ト
」（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
、
安
部

知
事
や
県
も
参
加
し
て
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
地
域
地
域
に
、
市
民
側
で

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
育
て
る
場
づ
く
り

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

横
山　

若
い
起
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

は
、
大
都
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
っ

と
地
方
へ
行
く
方
法
を
編
み
出
す
べ

き
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
か
ら
「
業
」

を
興
し
に
い
く
た
め
に
。

飯
田　

信
州
ネ
ッ
ト
の
例
で
は
既
存

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
心
に
な
る
と
こ
ろ
、

こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人
い

ろ
い
ろ
で
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
的
に
も
、
気
候
変
動
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
係
に
関
心
の
高
い
人
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
に
集
ま

る
傾
向
が
あ
り
、
ま
だ
長
野
で
も
自

然
保
護
系
の
人
た
ち
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

横
山　

生
き
も
の
好
き
が
中
心
の
自

然
を
守
り
た
い
人
た
ち
が
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
の
場
に
参
加

す
る
に
は
、
何
か
工
夫
が
欲
し
い
ん

で
す
。
自
然
保
護
を
実
行
す
る
に
も

社
会
性
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
い
き
な
り
何
か
を
建
設
す
る

こ
と
に
参
加
す
る
、
と
い
う
の
が
感

覚
的
に
難
し
い
。

大
熊　

自
然
保
護
の
人
た
ち
が
集
ま

る
と
、「
あ
れ
ダ
メ
、
こ
れ
ダ
メ
」

と
何
も
進
ま
な
く
な
っ
た
り
す
る
か

ら
ね
（
笑
）。
た
ぶ
ん
、
ど
こ
ま
で

高
い
志
を
貫
け
る
か
が
重
要
で
、
何

か
あ
る
と
や
っ
ぱ
り
お
金
で
転
ん

じ
ゃ
う
、
み
た
い
な
こ
と
が
起
き
か

ね
な
い
。ダ
ム
に
し
ろ
原
発
に
し
ろ
、
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最
初
は
み
な
反
対
し
て
た
の
が
、
い

つ
の
間
に
か
自
分
以
外
は
皆
賛
成
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
ず
っ
と
巻
き

込
ま
れ
て
き
た
か
ら
。
本
当
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
や
っ
て
い
く
な

ら
、
さ
き
ほ
ど
の
公
共
に
対
す
る
考

え
方
を
は
じ
め
、目
先
の
話
で
な
く
、

高
い
志
を
皆
が
共
有
し
続
け
ら
れ
な

い
と
、
結
局
中
央
や
大
企
業
に
飲
み

込
ま
れ
る
心
配
が
あ
る
。

飯
田　

地
域
社
会
全
体
の
知
恵
の
あ

り
方
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
、
自
分
た
ち
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
レ

ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
い
る
と
い
う
自

覚
が
要
り
ま
す
。
た
と
え
ば
長
野
県

の
飯
田
市
で
私
た
ち
が
「
お
ひ
さ
ま

進
歩
」
の
太
陽
光
発
電
事
業
を
最
初

に
始
め
た
と
き
も
、
最
初
は
「
何
を

売
り
つ
け
に
来
た
ん
だ
？
」
と
い
う

目
で
地
域
の
方
か
ら
は
見
ら
れ
ま
し

た
（
上
コ
ラ
ム
参
照
）。
市
民
出
資
を
基

本
に
、
地
域
の
信
用
金
庫
や
市
役
所

も
皆
巻
き
込
ん
で
、
少
し
ず
つ
地
域

の
中
で
目
に
見
え
て
お
金
が
回
り
始

め
る
と
地
域
の
中
で
も
応
援
者
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
お
金
と
情
報
を

地
域
の
中
で
回
す

横
山　

モ
ノ
と
か
施
設
に
対
す
る
金

融
商
品
だ
っ
た
り
、
出
資
す
る
と
い

う
行
為
は
普
通
の
人
に
は
当
た
り
前

な
ん
で
す
が
、「
自
然
好
き
の
人
」

に
は
遠
い
こ
と
。
出
資
金
で
は
な
く

て
寄
付
金
と
い
う
扱
い
な
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、

モ
ノ
と
か
施
設
を
つ
く
る
こ
と
が
生

物
多
様
性
保
全
に
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
自
然
環
境
や
生
き
も
の
の
生
息

地
を
守
り
た
い
人
が
手
を
出
し
に
く

い
状
況
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
何

か
工
夫
が
必
要
で
す
。
絶
滅
し
そ
う

な
生
き
も
の
た
ち
の
生
息
環
境
丸
ご

と
と
か
、
お
金
で
は
買
え
な
い
も
の

を
何
と
か
守
り
た
い
と
思
っ
て
き
た

人
た
ち
だ
か
ら
。

飯
田　

確
か
に
失
わ
れ
た
も
の
は
お

金
で
は
買
え
な
い
。
別
な
角
度
か
ら

話
を
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
お
金

と
情
報
は
、
現
代
文
明
の
中
で
よ
く

似
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。

目
に
見
え
に
く
い
社
会
を
つ
な
い
で

い
る
媒
介
物
。
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
「
中
心
」
が
権
力
を
持
ち
、

な
お
か
つ
腐
敗
し
や
す
い
構
造
。
情

報
は
最
も
民
主
主
義
に
は
重
要
で
、

情
報
公
開
に
始
ま
り
、
今
や
国
家
機

密
も
公
開
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
時

代
。
お
金
も
、
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
が

生
ん
だ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
ギ
リ

シ
ャ
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
で
、
国
家
が

●事業例● 省エネ＋太陽光発電「おひさま進歩」プロジェクトが地域に受け入れられるまで
飯田　2002年に環境省のある審議官から、私が研究していたデンマーク・サム
ソ島のエネルギーづくりの拠点施設を視察したいと連絡があり、アレンジを手伝
いました。ここでは欧州委員会が3分の１、地域の政府が3分の１を補助し、残
り3分の１を自前で負担し、3年間で地域の環境エネルギー事務所を独立させる
というプログラムがあり、注目を集めていました。これを日本でもやろうというこ
とになり、これが「平成のまほろば事業」という環境省の補助事業になって、
04年から2年間で20カ所公募された中に、長野県飯田市が手を挙げました。
飯田市には元々市民活動にもよく参加している環境関係の担当者がいて、過去
に講演をした縁で市の公募企画づくりを手伝うことになったんです。
　飯田市では風力発電もできそうにないし、省エネ普及と組み合わせるのに相
性がよく日照条件がよい太陽光発電の普及をすることになりました。北海道の市
民出資の風力発電で得た経験から、市民出資のしくみを取り入れた拠点づくり
を始めました。しかし、いくら仕組みを説明しても、地域の人にはなかなか理解
されずに警戒されるばかりだったので、実際に実行しながら見せていくことにしま
した。NPO法人から有限会社を立ち上げプロジェクトを始めると、市民出資の
お金は地域外から入り、補助金も入ってきました。仕事を奪われると警戒してい
た市内の太陽光パネルの設置業者も、自分たちの仕事が増える仕組みというこ
とが理解されて、「なんだ味方なんだ」と応援してくれるようになりました。地域
の金融機関にも、当初は怪しげな業者がファンドを始めた、と警戒されましたが、
太陽光パネルの設置業者も、太陽光を設置するお宅も、おひさま進歩の会社も
皆、地域の金融機関に口座を持ち、市役所も応援している。顔の見える地域の
中でちゃんとお金が回り始めたと喜んでもらえて、去年からは全国で初めて協調
融資（＝お金が集まらない時期には、地域の金融機関が融資）してくれるよう
になりました。目に見えて地域でお金が回り始めると、地域の賛同者も順調に
増えていきました。市民出資は、元利均等で２～３％ずつ毎年戻していくので、
出資している方にもメリットの実感が湧いているようです。

◀
飯
田
市
の
介
護
施
設

「
た
ま
ゆ
ら
」
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

（写真・図提供：おひさま進歩エネルギー㈱）
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無
限
の
信
用
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う

の
は
虚
構
だ
と
分
か
っ
た
。
だ
か
ら

通
貨
を
身
近
に
も
っ
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
し
な
け
れ
ば
、
と
市
民
出
資
や

地
域
通
過
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
国
策
で
原
発
推
進

だ
！ 
と
言
っ
て
い
た
ら
、「
原
子
力

ム
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
原
発
関
連
の
産

学
官
の
利
権
構
造
が
強
固
に
で
き
て

い
て
、
で
も
中
身
は
す
っ
か
り
腐
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
で
管
理
す
る
こ
と
は
大
事
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
こ
ん
な

風
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
報
と
お
金

は
、全
部
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

共
同
研
究
し
て
い
る
秋
田
県
で

も
、
県
内
の
光
熱
費
だ
け
で
年
間
25

万
円
×
40
万
世
帯
、
計
１
０
０
０
億

円
を
使
っ
て
い
て
、
あ
き
た
こ
ま
ち

の
県
内
の
年
間
収
入
に
匹
敵
し
ま

す
。
光
熱
費
の
お
金
は
ほ
と
ん
ど
秋

田
県
外
に
出
て
し
ま
う
。
風
力
発
電

機
を
仮
に
１
０
０
０
基
つ
く
る
と
、

１
０
０
０
億
円
の
収
入
に
な
り
ま
す

が
、
最
初
の
青
森
の
例
の
よ
う
に
地

域
外
の
大
企
業
が
つ
く
っ
た
ら
、
お

金
は
全
部
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
お
金
を
で
き
る
だ
け
閉
じ
て
、
風

力
だ
け
で
な
く
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
熱

利
用
も
組
み
合
わ
せ
て
い
き
、
光
熱

費
を
地
域
の
中
で
閉
じ
れ
ば
、
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
お
金
と
仕
事
が

も
っ
と
地
域
で
回
る
よ
う
に
な
る
。

大
熊　

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
お
金
も
見
え

る
形
で
地
域
内
で
回
れ
ば
、
変
わ
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
中
で

あ
れ
ば
私
も
、
地
域
の
自
然
の
持
つ

資
源
量
や
立
地
の
条
件
な
ど
で
余
裕

が
あ
れ
ば
、
東
京
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

新
潟
で
も
一
部
つ
く
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
、理
解
で
き
る
。

横
山　

つ
ま
り
、
今
ま
で
の
権
力
構

造
で
つ
く
っ
て
き
た
人
た
ち
で
な
い

人
た
ち
が
、
つ
く
る
側
、
考
え
る
側

に
回
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
「
一
緒

に
や
ろ
う
！
」
と
誰
か
火
を
つ
け
る

人
が
必
要
で
し
ょ
う
。
僕
ら
も
そ
う

い
う
立
場
に
な
る
こ
と
か
ら
は
逃
れ

ら
れ
な
い
。

飯
田　

今
、
信
州
ネ
ッ
ト
で
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
な
っ
て
い
る
人
は
30
～

40
代
の
人
が
多
い
で
す
。
長
野
は
谷

を
越
え
る
と
別
の
国
と
い
う
印
象

で
、
特
に
諏
訪
、
茅
野
、
軽
井
沢
、

上
田
の
あ
た
り
は
、
半
分
東
京
に
住

ん
で
い
る
人
が
多
く
、
モ
ダ
ン
な
考

え
方
の
人
が
週
末
市
民
運
動
し
て
い

る
感
じ
で
す
。

横
山　

地
域
の
自
然
の
情
報
を
持
つ

人
た
ち
と
一
番
初
め
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

づ
く
り
の
計
画
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、

自
然
環
境
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
事

業
が
計
画
さ
れ
に
く
く
な
る
と
思
い

ま
す
。今
ま
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
、

ま
っ
た
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
自

然
を
守
り
た
い
人
た
ち
に
、
発
電
所

建
設
計
画
の
話
を
し
て
も「
ダ
メ
だ
」

と
言
わ
れ
て
お
し
ま
い
、
と
思
わ
れ

て
も
き
た
。
だ
か
ら
つ
く
る
側
も
、

計
画
が
す
っ
か
り
で
き
上
が
り
、
仲

間
う
ち
だ
け
で
固
め
て
か
ら
初
め
て

公
開
す
る
、
と
い
っ
た
方
法
だ
っ
た

の
で
衝
突
が
起
き
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
生
物
多
様
性
の
価
値
が
分

か
っ
て
い
る
人
た
ち
こ
そ
、
計
画
の

一
番
最
初
か
ら
か
か
わ
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
主
体
が
地
域
の
住
民
・
市

民
で
あ
る
こ
と
を
間
違
え
な
い
こ
と

が
大
事
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
建
設
あ
り
き
の

計
画
の
検
討
委
員
会
の
委
員
な
ど
を

引
き
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

委
員
会
全
体
で
決
議
さ
れ
た
こ
と

に
、
一
人
だ
け
抵
抗
で
き
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
状
況
に
立
た
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
地
域
密
着
の

市
町
村
の
役
場
の
中
で
、
今
ま
で
の

や
り
方
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
よ
う

な
人
た
ち
を
応
援
し
な
い
と
い
け
な

い
。
志
を
も
っ
て
村
や
町
の
職
員
と

な
り
、
希
望
通
り
環
境
保
全
を
考
え

る
立
場
に
な
っ
た
の
に
何
も
で
き
な

く
て
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
た

め
て
い
る
人
は
多
く
い
ま
す
。
そ
う

い
う
人
を
探
し
て
応
援
す
る
の
は
有

効
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
役
場
の
人

に
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
関
心
を
持
つ
人
や

起
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
声
も
か
け
て
も

ら
っ
て
、
そ
う
い
う
集
団
の
中
に
生

物
多
様
性
の
価
値
が
分
か
る
人
、
自

然
や
生
き
も
の
好
き
の
人
も
入
っ
て

い
く
形
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
自
然

を
守
る
立
場
は
な
く
さ
ず
に
、
生
物

多
様
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
た
め

に
、
計
画
づ
く
り
か
ら
で
き
る
場
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

司
会　

今
こ
そ
地
域
の
自
然
環
境
に

合
わ
せ
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く

り
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。
今
日
は
お
忙
し

い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●1974年の会報『自然保護』【特集・エネルギー問題】
1973年の第一次石油危機は、日本のエネルギー利用を大量消費型から省エネ型に転換
するかに見えた。しかし石油も電気も値上がりだけを残し、使いたい放題の社会に戻り
つつあった1974年5月、『自然保護』はエネルギー問題を特集している。
この当時すでに全国で稼働中・計画中合わせ56カ所もの原子力発電所の位置図を示し、
放射線や莫大な温排水の放出が招く環境破壊、管理技術の脆弱さを指摘している。また
大規模な水力、火力、地熱発電所建設がもたらす環境破壊、廃熱放出の無駄、自然を踏
まえた人間としての自覚の欠如など、37年後の現在にそのまま通用してしまう問題点を
列挙している。

▲ この『自然保護』144
号の特集・エネルギー問
題をNACS-Jウェブサイ
トの会員専用ページ＞ス
タディ BOXのコーナーに
掲載します。
巻末のIDとパスワードで
ご覧になれます。

司会進行・まとめ：大野正人（NACS-J保護プロジェクト部）／鶴田由美子（『自然保護』編集長）
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特集◉自然を壊さずにエネルギーをつくる

＂
町
に
あ
る
も
の
＂
で

町
お
こ
し
に
成
功

　

岩
手
県
の
盛
岡
駅
か
ら
１
時
間
ほ
ど

北
東
に
車
を
走
ら
せ
る
と
、
山
間
に
牧

場
が
点
在
す
る
小
さ
な
町
に
た
ど
り
着

く
。
葛
巻
町
。
人
口
約
７
５
０
０
人
、

酪
農
と
林
業
が
主
要
産
業
の
小
さ
な
町

に
、
今
、
行
政
の
視
察
や
マ
ス
コ
ミ
取

材
が
相
次
い
で
い
る
。
風
力
、太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
町

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
町
役
場
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
日ひ

向な
た

信し
ん

二じ

さ
ん
。

 

「
昔
は
、
町
が
さ
び
れ
て
い
て
、﹃
葛

巻
町
出
身
﹄と
い
う
の
が
恥
ず
か
し
い
、

と
い
う
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
何

と
か
町
を
元
気
に
し
た
く
て
も
、
こ
の

よ
う
に
交
通
が
不
便
な
場
所
で
は
企
業

誘
致
を
し
て
も
、
ど
こ
も
来
て
く
れ
な

い
。
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
の
力
で
、
地

域
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
町
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
」

　

町
に
あ
る
の
は
、
森
と
牧
場
。
そ
こ

か
ら
見
い
だ
し
た
の
は
、
自
生
の
山
ぶ

ど
う
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
と
牧
場
で
生
産

す
る
ミ
ル
ク
。
１
９
８
０
年
ご
ろ
か
ら

ワ
イ
ン
と
ミ
ル
ク
を
特
産
品
に
町
お
こ

し
に
成
功
し
て
き
た
。

 

「
外
の
力
に
頼
ら
ず
、
地
域
資
源
か
ら

町
を
元
気
に
し
て
い
く
。
こ
の
考
え
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導

入
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

町
の
資
源
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
る

の
が
、
牧
場
で
出
る
家
畜
ふ
ん
尿
と
生

ゴ
ミ
を
利
用
し
た
、バ
イ
オ
マ
ス
発
熱
・

発
電
だ
。

 

「
現
在
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
く
ず
ま

き
高
原
牧
場
だ
け
で
の
取
り
組
み
で
す

が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
町
の
酪
農
家
に
も
取

り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は

住
民
の
皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
出
し
方
か
ら

協
力
を
始
め
て
も
ら
い
、来
年
度
に
は
、

町
の
中
心
部
の
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
利
用

し
て
い
く
計
画
で
す
」

　

葛
巻
町
で
は
ゴ
ミ
処
理
場
が
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
ゴ
ミ
の
削
減
も
必
要

で
、
一
般
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
ゴ
ミ
問
題
の
解
決
に
も
つ
な

げ
る
狙
い
も
あ
る
。

　

そ
し
て
林
業
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は

薪ま
き

の
利
用
や
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木

材
チ
ッ
プ
の
生
産
、
公
共
施
設
で
の
木

質
ペ
レ
ッ
ト
の
利
用
な
ど
。
04
年
か
ら

は
、
国
と
企
業
の
共
同
研
究
と
し
て
、

葛
巻
町
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
実
験
も
行
わ
れ
て
き

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
高
か
っ
た
た
め
、
現
在
は
休
止

し
て
い
る
と
い
う
。

 

「
こ
の
実
験
に
よ
っ
て
、
木
材
を
ガ
ス

化
し
て
わ
ざ
わ
ざ
発
電
さ
せ
る
の
は
難

地
域
資
源
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
挑
戦

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
導
入
す
る
に
は
、
ど

ん
な
方
法
が
あ
り
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
か
。
地
域

お
こ
し
の
た
め
に
も
町
を
あ
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
に

取
り
組
む
岩
手
県
葛く

ず

巻ま
き

町
を
訪
ね
て
き
た
。

岩手県

盛岡
葛巻町

くずまき高原牧場

葛巻町役場

葛巻林業

森と風のがっこう

グリーンパワー
くずまき風力発電所

くずまきワイン

エコ・ワールド
くずまき風力発電所

①エコ・ワールドくず
まき風力発電所：
1200kW
（400kW×3基）

②グリーンパワー
くずまき風力発電所：
2万1000kW
（1750kW×12基）

③太陽光発電設備：
50kW
(126W×420枚）

④蓄ふんバイオマス
システム：
電気・37kW、
熱・43000kcal

⑤木質バイオマス
ガス化発電施設：
電気・120kW、
熱・23万kcal

⑥ゼロエネルギー住
宅：地中熱ヒートポン
プ、太陽光発電、
太陽熱温水器

⑦ペレットボイラー：
25万kcal

⑧ペレットボイラー：
50kW×2基

⑨太陽光発電
設備：20kW

⑩ペレットボイラー：
50万kcal×2基

⑪ペレットボイラー：
10万kcal

⑫小水力＆太陽
光電源システム：
12W＋350W

⑭太陽光発電：
600W

⑮風力＆太陽光
ハイブリッド電光
掲示パネル：
62W＋160W

⑯風力＆太陽光
ハイブリッド街灯：
345W

⑰太陽光街灯：
100W

⑱太陽光誘導灯：
16.24W
（2.03W×8基）

⑲木質ペレット
製造:
約1600t/年

⑳水車（動力）
利用

⑬太陽光発電：
600W

現
場
レ
ポ
ー
ト 

◉ 

岩
手
県
葛
巻
町

◀葛巻町が取り組んできた再生可能エネルギーの町
内マップ。森林保全にも積極的で、町だけで広大な
森を守るのは難しいため、町外の企業と協定を結び、
企業に森を購入してもらい、管理を町の森林組合が
行い森を保全していく、という取り組みも行っている。葛巻町・再生可能エネルギーマップ
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し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
熱
源
に

な
る
も
の
は
、
熱
源
と
し
て
利
用
す
る

方
が
効
率
が
い
い
の
で
、
熱
燃
料
と
し

て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
ほ
か
、
中
学
校
や
介
護
施
設
な

ど
で
は
太
陽
光
発
電
機
の
設
置
も
行
っ

て
い
る
。

き
っ
か
け
は
牧
場
を
利
用
し
た

風
力
発
電
事
業

　

葛
巻
町
が
こ
う
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
風
力
発
電
施
設
建
設
だ
っ
た
。

葛
巻
町
で
は
、
70
年
代
、
国
策
の
北
上

山
系
開
発
の
一
環
と
し
て
大
規
模
牧
場

開
発
が
行
わ
れ
、
牧
場
や
周
辺
道
路
を

つ
く
っ
て
い
た
。
96
年
に
風
力
発
電
事

業
を
行
う
エ
コ
・
パ
ワ
ー
㈱
か
ら
風
力

発
電
施
設
建
設
計
画
が
持
ち
か
け
ら
れ

た
。
こ
の
計
画
は
、
す
で
に
あ
る
牧
場

や
道
路
、
送
電
線
を
利
用
し
て
建
設
す

る
も
の
で
、
新
た
な
森
林
の
切
り
開
き

な
ど
は
行
わ
な
い
と
い
う
も
の
。

 

「
町
の
８
割
は
森
。林
業
の
盛
ん
な
町
で

も
あ
る
の
で
、森
は
と
て
も
重
要
な
財
産

で
す
。
56
年
前
の
町
長
時
代
か
ら
、
森

は
切
り
開
く
も
の
で
は
な
く
守
っ
て
い

く
も
の
、
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
風
力

発
電
施
設
建
設
も
新
規
に
森
を
切
り
開

く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
町
と
し

て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
」

　

そ
し
て
、
エ
コ
パ
ワ
ー
㈱
と
共
同
出

資
（
町
は
25
％
出
資
）
し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
が
事
業
主
体
に
な
り
、
４
０
０
kW

の
風
車
３
基
を
建
設
し
た
。

 

「
当
初
は
風
車
が
う
ま
く
回
ら
な
か
っ

た
り
故
障
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

り
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

年
間
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
収
入
が
あ
り

ま
す
」

　

98
年
に
は
、電
源
開
発
㈱
に
よ
っ
て
、

別
の
牧
場
で
の
新
た
な
風
力
発
電
施
設

建
設
計
画
が
持
ち
込
ま
れ
る
。

 

「
町
は
、
風
力
発
電
の
可
能
性
を
理
解

し
て
い
た
た
め
、
こ
の
計
画
も
受
け
入

れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
そ
の
地
域
は
イ
ヌ
ワ
シ
の

行
動
圏
内
で
あ
っ
た
り
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ

類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ

セ
リ
と
い
う
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
で
も
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
県
内
の
野
鳥
の
会

や
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
な
ど
か
ら
反
対
の

声
が
あ
が
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町
で

は
、
電
源
開
発
㈱
に
詳
細
調
査
と
対
策

を
求
め
、
結
果
、
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク

を
避
け
る
た
め
風
車
の
間
隔
を
空
け

る
、送
電
線
の
経
路
を
迂
回
す
る
、チ
ャ

マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
の
生
息
地
に
か
か
っ
て

い
た
風
車
の
設
置
場
所
を
変
更
し
、
繁

殖
適
地
の
植
生
を
移
植
す
る
、
な
ど
の

対
策
が
行
わ
れ
、
町
も
こ
の
対
策
で
了

承
し
、
１
７
５
０
kW
の
風
車
12
基
が
建

設
さ
れ
た
。

　

２
カ
所
の
風
力
発
電
施
設
に
よ
っ

て
、
町
に
は
毎
年
約
３
０
０
０
万
円
の

固
定
資
産
税
が
入
り
、「
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
町
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力

も
つ
き
、
年
間
55
万
人
も
の
人
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
葛
巻
町
で
は
、
さ
ら
に
10
万

kW
（
２
０
0
０
kW
風
車
50
本
）
の
増
設

も
計
画
し
て
い
る
（
※
）。「
地
方
の
小

さ
な
町
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん

生
産
で
き
る
。
地
方
だ
か
ら
こ
そ
、
都

市
に
頼
ら
な
い
で
生
き
抜
く
大
き
な
自

然
資
源
＝
力
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

示
す
た
め
に
も
新
た
な
風
力
発
電
増
設

を
進
め
た
い
と
考
え
て
る
ん
で
す
」
と

日
向
さ
ん
。
今
後
風
車
を
増
設
す
る
と

し
て
も
、森
を
切
り
開
く
こ
と
は
せ
ず
、

す
で
に
あ
る
牧
場
内
に
建
設
し
て
い
く

方
針
は
変
え
な
い
予
定
だ
と
い
う
。

課
題
残
る
風
力
発
電
施
設
建
設

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
増
設
計
画
は
、

自
然
保
護
の
観
点
か
ら
は
課
題
も
多

い
。
前
述
の
計
画
当
時
、
イ
ヌ
ワ
シ
を

は
じ
め
鳥
類
へ
の
影
響
を
懸
念
し
計
画

の
中
止
を
求
め
て
い
た
野
鳥
の
会
宮
古

支
部
の
佐
々
木
宏
さ
ん
に
聞
く
と
、「
こ

れ
ま
で
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
は
起
こ
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
建
設
前
に
は

３
日
の
う
ち
2
日
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
建
設
後
に

写真上：牧場に建設した風車。左下：チャマダラセセリ（写真：
工藤誠也、撮影地：岩手県岩泉町）。右下：「今では、葛巻
町出身が恥ずかしい、という人はいなくなりました」と日向さん。

蓄ふんと生ゴミを利用したバイオマスシステム。メタンガス化の後に出る液肥は、余れば浄化
して放流するが、町内には牧場や畑が多いので、現時点では余らず、牧場や畑で肥料とし
て再利用している。

液肥貯留槽1335㎥

スラリー貯留槽2000㎥
ふん尿13t/d
＝成牛200頭分

固液分離機

固形物
2t/d

液分
11t/d堆肥化施設

完
熟
堆
肥

生ごみ200kg/日
←牧場内

分別破砕機
メタンガス

メタン発酵槽330㎥
30日、37℃＝中温

液肥
11t/d

液肥
2t/d

ガスホルダー100㎥

浄化槽

還
元

放
流

メタンガス

設備内
利　用

温水

電力

発電機37kW
電気・熱利用

※東北電力㈱による風力発電募集にかかわる抽選会に当選した場合
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特集◉自然を壊さずにエネルギーをつくる

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
か
け
な
く
な
っ
た

り
、
こ
の
峰
を
渡
り
の
ル
ー
ト
に
し
て

い
た
小
鳥
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
小

鳥
た
ち
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
鳥
類
へ
の
影
響

は
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
対
策

は
完
全
な
も
の
で
は
な
い
と
今
で
も

思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
意
見
が
あ
る

の
も
事
実
だ
。
鳥
類
へ
の
対
策
が
十
分

で
あ
っ
た
か
の
検
証
は
で
き
て
い
な

い
。

　

チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
に
つ
い
て
も
心

配
な
こ
と
が
あ
る
。
昨
年
、
環
境
省
の

請
負
事
業
で
町
内
の
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ

リ
の
生
息
状
況
を
調
査
し
た
、
日
本

チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会
の
中
村
康
弘
さ
ん

に
よ
る
と
、「
風
車
近
く
の
生
息
数
は

か
な
り
少
な
い
状
況
で
し
た
。
建
設
前

か
ら
今
ま
で
の
追
跡
調
査
が
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
の
で
、
建
設
の
影
響

に
つ
い
て
は
っ
き
り
言
え
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
生
息
地
の
環
境
は
非
常
に
脆
弱

で
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
こ
の
場

所
か
ら
は
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。風
力
発
電
施
設
建
設
と
チ
ョ

ウ
の
生
息
は
必
ず
し
も
共
存
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

の
事
例
で
は
、
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
の

保
全
の
た
め
の
十
分
な
対
策
は
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
事
後
の
状
況
も
把
握
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
生
物
に
対
す
る
対
策
は
、
場
当

た
り
的
な
も
の
で
は
な
く
、
十
分
に
検

討
し
、
し
っ
か
り
し
た
対
策
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
話
す
。

　

日
向
さ
ん
は
、「
町
と
し
て
は
、
増

設
を
積
極
的
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
自

然
環
境
が
壊
さ
れ
る
計
画
に
な
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
環
境
影
響
調
査
を
し
っ
か

り
行
っ
た
上
で
更
な
る
対
策
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
中
止
を
求
め
る
つ
も
り
で

す
」。
事
業
者
の
環
境
影
響
調
査
の
姿

勢
や
精
度
が
問
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ

の
結
果
に
対
す
る
評
価
を
誰
が
行
え
ば

生
息
環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
課
題
は
大
き
い
。

　

葛
巻
町
は
3
月
の
大
震
災
を
受
け
、
災

害
時
の
電
力
を
自
給
す
る
た
め
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た
し
く
み
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

 

「
町
の
人
は
町
の
取
り
組
み
に
賛
同
し

て
く
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
メ
リ
ッ

ト
は
ま
だ
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
が
こ
の
地

域
で
必
要
な
の
か
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
に
ど
の
よ
う
に
有
効
な
の
か
、
と
い
っ

た
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
の
資
源
を
守
り
利

用
し
て
い
く
町
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
こ

こ
に
住
み
た
い
と
い
う
人
が
増
え
る
町

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

循環型の生活を体験する“がっこう”
　NPO法人岩手子ども環境研究所が運営する「森と風のがっ
こう」は、子どもたちが再生可能エネルギーを取り入れた循環
型の生活を楽しみ・学ぶ施設。太陽光・熱パネルや水車、薪な
どから電気や熱をつくり、敷地内の畑の野菜やニワトリの卵な
どを使った料理で過ごすサマーキャンプや、森の中で調査や手
入れをしたり、遊んだりするイベントなどを開催している。
　事務局長の黍原（きびはら）豊さんは、「ここは、いわゆる“自
然学校”とはちょっと違って、“暮らし”を考えてもらう学校
なんです。自分たちの暮らしには何がどのくらい必要なのか、
それはどこから来てるのか、それをつくるにはどうしたらい
いのか、など、“つながり”を考えるきっかけづくりをしている
んです。その中でも電気や熱を生み出すエネルギーは、暮ら
しに欠かせないものなので、エネルギーについて楽しみなが
らもしっかり考えられるプログラムをつくっています。また、

この集落の人たちに自然の
中で生きてきた暮らしの知
恵を教えてもらったりもし
ています。自然学校とは違
う、と言いましたが、私た
ちも、自然の中で自然の恵
みを利用して遊んだり、生
活体験をするんで、やって
いることはとても似ている
と思います。暮らしと自然
が深くつながっているもの
だからですよね。子どもた
ちには、昔の暮らしの知恵や技術と現代の知恵と技術を融合
させて、自然の恵みを上手に利用した身の丈にあった新しい
暮らし方を考えていってほしいと思います」と教えてくれた。

不要な樹皮をペレットに利用した企業
　葛巻林業は、紙の原料チップ
の生産のほか、ペレットの生産
も行っている。葛巻町工場長の
楢木健一さんは、「ペレットをつ
くったきっかけは79年の第2次
オイルショックです。チップは、
樹皮を剥がしてつくるので、大
量の樹皮が不要物として出て、
それを焼却処分していました。
処分には、焼却炉の維持費や燃
料代といったコストも手間もか
かるんです。オイルショックで
世の中が灯油不足になったとき、

この樹皮を燃料の代わりできないか、と考えたんです」と話す。
　81年にペレット生産を始め、現在、ペレットは、同社の売
り上げの３割ほどを占める。主な販売先は、町内の介護施設
や町外のスポーツ施設などで、ボイラー用に利用されている。
 「ペレットはチップ生産から出た樹皮を利用してつくってい
るので、ペレットだけの大量生産はできないんです。だから、
今の取引先の需要量分でほとんどを占めてしまっているんで、
一般家庭用の販売まではできていないんです」
　また、ペレットを燃やして出る灰は葉タバコ栽培の肥料に
使えるため、同社では取引先で出た灰を買い取って、葉タバ
コ農家に売る、という循環をさせている。
 「樹皮をペレットにするのも、取引先で不要になる灰を肥料
に回すのも、無駄をなくし再利用する、と当たり前のことを
しているだけですよ」

町内のNPOや企業も再生可能エネルギーに注目

▲校舎は廃校を再利用。月に一度は葛巻
町の子どもたち向けのイベントも開催。左下
は黍原さん。（TEL&FAX:0195-66-0646）

▲写真左：製紙原料チップ生産工
程で出る大量の樹皮からペレット

（右下）を生産。右上は楢木さん。
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災
害
・
景
観
・
自
然
環
境
・

動
植
物
へ
の
影
響
を
考
慮

　

長
野
県
で
は
「
中
・
大
型
風
力
発
電

施
設
に
関
す
る
影
響
想
定
地
域
マ
ッ

プ
」
を
公
表
し
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
、

２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
県
内
の
３
カ
所

で
持
ち
上
が
っ
た
大
型
風
力
発
電
施
設

建
設
計
画
。

 

「
こ
れ
ら
の
計
画
に
対
し
、
当
時
、
地

元
住
民
の
方
や
自
然
保
護
団
体
な
ど
か

ら
自
然
環
境
や
景
観
へ
の
悪
影
響
を
心

配
し
て
反
対
の
声
が
行
政
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
環
境
保
全
の

た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
長
野
県
環

境
保
全
研
究
所
で
も
、
鳥
類
へ
の
影
響

を
懸
念
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
県
で
は
、

自
然
環
境
や
景

観
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
影
響
が
想
定
さ
れ
る
地

域
を
示
し
た
地
図
が
必
要
と
考
え
ま
し

た
」
と
、
企
画
部
土
地
対
策
室
長
の
山や

ま

崎ざ
き

敏と
し

明あ
き

さ
ん
。

　

マ
ッ
プ
は
、企
画
局
土
地
・
景
観
室（
現

在
の
企
画
部
土
地
対
策
室
）
が
中
心
と

な
り
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず

は
計
画
が
あ
る
３
地
域
を
優
先
し
て
06

～
07
年
に
か
け
て
作
成
し
、
08
年
３
月

に
は
全
県
版
を
公
表
。
も
と
も
と
長
野

県
で
は
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
、
観

測
調
査
な
ど
の
情
報
を
統
合
す
る
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）を
導
入
し
て

い
た
。こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
、風
力
発

電
施
設
建
設
に
よ
る
影
響
を
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
要
素
と
し
て
、
左
表
の

４
点
を
設
定
。
こ
の
4
要
素
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
、
レ
ベ
ル
Ⅰ
＝
原
則
と
し

て
立
地
か
ら
除
外
す
べ
き
地
域
、
レ
ベ

ル
Ⅱ
＝
立
地
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

す
る
べ
き
地
域
、
を
洗
い
出
し
て
い
る
。

 

「
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
担
当
者
が
集
ま

り
、
風
力
発
電
施
設
建
設
に
よ
る
影
響

を
考
え
る
に
は
ど
ん
な
要
素
が
必
要
か
、

多
角
的
な
観
点
か
ら
洗
い
出
し
、
作
成

し
ま
し
た
。
今
後
、
マ
ッ
プ
を
改
定
す

る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
社
会
情

勢
を
考
慮
し
な
が
ら
、
最
新
の
科
学
的

知
見
を
取
り
入
れ
て
要
素
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

長
野
県
で
は
、
こ
の
マ
ッ
プ
の
作
成

と
と
も
に
、
事
業
計
画
を
事
前
に
公
表

し
、
地
域
住
民
の
意
見
を
事
業
計
画
に

反
映
す
る
手
続
き
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
策
定
し
た
（
＊
）。

事
業
者
に
も
有
効
な
情
報
源

　

マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
長
野
県
内
の
ほ

と
ん
ど
の
地
域
が
レ
ベ
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
の
ど

ち
ら
か
に
入
っ
て
お
り
、
真
っ
白
な
地

域
＝
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
い
地
域
と
い

う
の
は
、
限
ら
れ
た
面
積
し
か
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
実
際
に
長
野
県
で
は
、

前
述
の
３
件
の
計
画
以
外
、
現
在
の
と

こ
ろ
新
し
い
大
型
風
力
発
電
施
設
建
設

は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
ッ
プ
の
存

在
が
、
地
域
の
も
め
事
に
な
る
よ
う
な

計
画
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、「
05
年
当
時
は
全
国
各
地
で

風
力
発
電
施
設
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た

の
で
長
野
県
に
も
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
長
野
県
の
風

況
や
急
峻
な
山
岳
地
帯
は
コ
ス
ト
的
に

も
不
利
な
地
域
が
多
く
、
事
業
者
も
結

果
的
に
具
体
的
な
計
画
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
」
と
い
う

山
崎
さ
ん
の
見
解
も
あ
る
。

　

マ
ッ
プ
を
作
成
し
始
め
た
と
き
は
、
建

設
を
避
け
る
べ
き
地
域
を
示
す
地
図
と

し
て
“
ア
ボ
イ
ド
マ
ッ
プ
”
と
し
て
い
た

が
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
有
効
な
情
報

の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
「
影
響
想
定
地

域
マ
ッ
プ
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

 

「
ア
ボ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
と
、
事
業

者
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
も
の
の
よ
う

に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
地
図
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
有
益

な
情
報
だ
と
思
い
ま
す
。
環
境
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
場
所
と
知
ら

ず
に
計
画
を
進
め
て
し
ま
え
ば
地
元
か

ら
反
対
さ
れ
、
計
画
の
見
直
し
が
必
要

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
影
響
が
少
な

い
場
所
が
ど
こ
か
、あ
ら
か
じ
め
分
か
っ

て
い
れ
ば
、
最
初
か
ら
そ
こ
の
風
況
な

ど
を
考
え
、
風
力
発
電
が
可
能
か
ど
う

か
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
元

の
理
解
も
得
や
す
く
、
事
業
者
に
と
っ

て
も
負
担
が
小
さ
く
な
る
は
ず
で
す
」

＊長野県は、07年に、出力１万kW以上の風力発電施設の建設を
長野県環境影響評価条例の対象事業にした。

全国に先駆けて
つくられた長野県版
“影響想定地域マップ”

◉ 
長
野
県

長
野
県
で
は
、
風
力
発
電
施
設
建
設
の
影
響
を
考
え
た
地

図
情
報
の
公
開
や
、
各
地
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

：希少猛禽類の利用の可能性が高い地域のうち、
　調査データがないか、少ない地域

凡例 要素(1)、(2)

要素(1) 要素(2) 要素(3) 要素(4)
要素(1)と
(4)の重複

：マップ公表当時の事業計画地

レベルⅠ

レベルⅡ

長野県の「中・大
型風力発電施設に
関する影響想定地
域マップ」

レベルⅠ 原則として立地から除外すべき地域
レベルⅡ 立地については慎重に検討するべき地域
要素（１） 森林機能保全・災害防止
要素（２） 景観・自然景観保全
要素（３） 自然環境・生態系保全
要素（４） 希少野生動植物保護

出典：長野県公式ホームページ
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特集◉自然を壊さずにエネルギーをつくる

地
域
が
主
体
で
動
き
、

県
は
サ
ポ
ー
ト
役

　

7
月
31
日
、
長
野
県
で
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
信
州
ネ
ッ
ト
（
以
下
、信
州
ネ
ッ

ト
）」
と
い
う
組
織
が
誕
生
し
た
。
県
内

各
地
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
に
適
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
モ
デ
ル

を
検
討
構
築
し
て
い
く
た
め
の
組
織
だ
。

長
野
県
や
県
内
の
市
民
団
体
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
２
月
か
ら
組
織
づ
く
り
の

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

県
担
当
者
の
温
暖
化
対
策
課
の
春

か
す

日が

一か
ず

幸ゆ
きさ

ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
、

原
子
力
や
化
石

燃
料
に
依
存
し

た
、
大
規
模
で

中
央
集
権
的
な

シ
ス
テ
ム
で
し

た
。こ
れ
を
、県
民
が
身
近
に
利
用
で
き
、

あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
自
立
・
分
散
型

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
が

豊
か
な
長
野
県
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
県
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
先
進
的
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
普
及
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
大
き
く

分
け
て
地
域
協
議
会
と
県
的
協

議
会
の
２
段
階
の
組
織
が
連
携

し
て
行
う
。
実
際
に
地
域
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
モ
デ
ル
検
討
構
築
を
目
指

す
の
は
、地
域
住
民
、市
民
団
体
、

地
域
企
業
や
市
町
村
行
政
な
ど

で
構
成
す
る
地
域
協
議
会
が
進

め
て
い
く
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

に
関
す
る
技
術
・
製
品
開
発
や

普
及
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｃ
Ｏ
２
バ
ン
ク
推
進
機
構
の
理

事
長
で
、
現
在
、
信
州
ネ
ッ
ト

の
事
務
局
長
も

務
め
る
宮

み
や

入い
り

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
、

「
地
域
協
議
会

は
、
そ
の
地
域

に
よ
っ
て
構
成

メ
ン
バ
ー
も
規
模
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
方
法
も
異
な
る
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
同
じ
県
で
も
、
自
然
環
境
も

土
地
柄
も
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
、
地

域
に
よ
っ
て
推
進
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
方
法
も
そ
れ
ぞ
れ
に
な
り
、

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み

状
況
も
違
う
ん
で
す
。
飯
田
市
の
よ
う

に
、
す
で
に
市
民
主
導
で
太
陽
光
発
電

を
事
業
化
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

（
＊
）
も
あ
れ
ば
、
ど
う
い
う
方
法
が
そ

の
地
域
に
向
い
て
い
る
か
こ
れ
か
ら
考

え
て
い
く
、
と
い
う
地
域
も
あ
る
の
で

す
」
と
話
す
。

　

県
全
域
の
協
議
会
で
あ
る
信
州
ネ
ッ

ト
は
、
県
や
市
民
団
体
、
大
学
、
地
域

金
融
機
関
、企
業
な
ど
が
構
成
メ
ン
バ
ー

に
な
り
、
地
域
協
議
会
に
対
し
て
資
金

や
技
術
支
援
、
連
携
支
援
な
ど
を
行
う
。

春
日
さ
ん
に
県
の
役
割
を
聞
い
た
。

 
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
地

域
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
解
決
で
き
る

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
県
は
こ
う
し

た
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
実
際
に
導

入
す
る
に
は
資
金
や
技
術
力
な
ど
、
地

域
だ
け
で
は
賄
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
場
合
、
県
は
信
州
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
情
報
提
供
や
政
策
的
な

支
援
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

地
域
の
自
然
に
詳
し
い
人
こ
そ

参
加
し
て
ほ
し
い

　

こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
各
地
で
地

域
協
議
会
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
い

て
会
員
を
募
集
し
、
順
次
、
設
立
が
進

め
ら
れ
て
い
く
予
定
。

　

宮
入
さ
ん
た
ち
は
7
月
に
北
信
地
域

で
、
最
初
の
学
習
会
を
開
い
た
。

 

「
参
加
者
の
多
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
活
動
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
。
で
も
、
私
も
そ
う
で
す
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
活
動
を
し
て
い
る
人

間
は
、
ど
ん
な
自
然
資
源
が
ど
ん
な
方

法
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
利
用
で
き
る

か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
分
か
っ
て
も
、

そ
の
地
域
の
ど
こ
に
ど
ん
な
動
植
物
が

い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
詳
し
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
た
め
に
自
然
環
境
を
壊
し
て
し

ま
っ
た
ら
元
も
子
も
な
い
の
で
、
地
域

の
自
然
環
境
を
理
解
し
守
り
な
が
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、

地
域
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
自
然

に
詳
し
い
人
た
ち
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」

（
11
～
15
ペ
ー
ジ
取
材
ま
と
め
：
渡
邉
聡
子
・
編
集
室
）

地域協議会

地域
協議会

地域
協議会

地域
協議会

地域
協議会

地域
協議会

地域
協議会

地域
協議会

構成メンバー：市民、ＮＰＯ、地域
企業、大学、市町村、県など
役割：地域での再生可能エネル
  ギー事業導入の検討＋実施

信州ネット
（県的協議会）

構成メンバー：
市民、ＮＰＯ、大学、企業、
金融機関、県、市町村など
役割：
地域協議会の活動支援など
（資金、技術、情報共有、
   地域間連携など）

連携

＊9ページ参照

自然エネルギー信州ネットの活動イメージ

地域主導で
再生可能エネルギーを
導入するための組織が誕生
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